「人はパンだけで生きるのではない、

人は主の口から出るすべてのもので生きる」　申命記8:3
＜聖書箇所＞

申命記8:1～9
申命記はモーセが神様からの命令を繰り返し解き明かした書です。イスラエル人は、神様が与えると約束しておられたカナンという地に行くために、エジプトを出て40年間旅を続けてきました。この箇所は約束の地カナンに入る直前に、モーセがイスラエルの民に語ったものです。（申命記1：1）
＜聖書研究＞

①1、6節　神様の命令を守らなければいけない理由は何でしょうか？

②2～4節　荒野での生活はどのようなものだったと考えられますか？また、このような生活は何のためでしたか？（参考；申命記8:16）
③2節　「私たち心のうちにあるもの」とは、何でしょうか？

また、それを「知るため」とは、誰が知るためでしょうか？
④5節　神様はなぜ私たちを訓練されるのだと思いますか。
⑤6～10節　神様についてどんなことが分かりますか。
＜まとめ＞
　3節「人はパンだけで生きるのではない、人は主の口から出るすべてのもので生きる」とありますが、
⑥「主の口から出てくるすべてのもの」とはどんなものでしょうか。

⑦このことが分かるよう、神様は私たちに何をしてくださるでしょうか。

⑧このことが分かったら、あなたの生活はどのように変わるでしょうか。

＜終わりに＞
今回の学びの感想を一言ずつ分かち合いましょう。
※マナ：荒れ野に入ると、イスラエルの人々の共同体全体はモーセとアロンに向かって不平を述べ立てた。（そこで）主はモーセに言われた。「見よ、わたしはあなたたちのために、天からパンを降らせる。」･･･朝には宿営の周りに露が降りた。この降りた露が蒸発すると、見よ、荒れ野の地表を覆って薄くて壊れやすいものが大地の霜のように薄く残っていた。 イスラエルの人々はそれを見て、これは一体何だろうと、口々に言った。彼らはそれが何であるか知らなかったからである。モーセは彼らに言った。「これこそ、主があなたたちに食物として与えられたパンである。」･･･イスラエルの家では、それをマナと名付けた。それは、コエンドロ（別名コリアンダー。ハーブの一種。）の種に似て白く、蜜の入ったウェファースのような味がした。出エジプト記 16:2～31

作成:山形大学医学部聖書研究会　2006.5.11






